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会員の購読料は会費に
含んでおります。

（小菅村商工会）

　「よちよちヤマメの唐揚げ」は、地域の養殖漁業者と料理
提供者が知恵を出しあって生まれたモノで、小菅村で育っ
たヤマメの稚魚を唐揚げにして、村の特産品のワサビを使っ
た特製タルタルソースにディップして食べる料理。特製ワ
サビ入りタルタルソースと、ヤマメの稚魚の唐揚げの相性は
抜群で、「第１回大多摩Ｂ級グルメ大会」において準グラン
プリを獲得した。

　小菅村に訪れの際は、ぜひ、お召し上がりください。

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

小菅村名物「よちよちヤマメの唐揚げ」
ｐ	�小規模基本法及び支援法可決・成立／
		 全国展開支援事業採択

ｐ	�青年部交流研修会／女性部関ブロ交流研修会

ｐ	�協会けんぽお知らせ／
		 工業技術センター紹介

ｐ	�「ニッポンセレクト．com」出品募集

ｐ	�消費税特集

ｐ	�小規模企業景況調査／
		 雇用支援センター講習案内／
		 経営なんでも相談

ｐ	�商工会なう／
		 しあわせ調査員のクチコミ情報

養
殖
漁
業
者

料
理
提
供
者

地 域 を 元 気 に 　 商 工 会
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六
月
二
十
日
の
参
議
院
本
会
議
に
て
、

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
案
（
小
規
模

基
本
法
案
）」
及
び
「
商
工
会
及
び
商
工

会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
小
規
模
支
援
法
）」
が
可
決
・
成
立
（
六
月

二
十
七
日
公
布
）し
、
国
が
小
規
模
事
業

者
支
援
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
ま
た
、

六
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
、
全
国
商
工

会
連
合
会
主
催
の
「
小
規
模
企
業
振
興
政

策
の
充
実
に
つ
い
て
感
謝
す
る
集
い
」
に

安
倍
総
理
が
出
席
さ
れ
、「
地
方
や
中
小

規
模
事
業
者
の
方
々
に
は
、
ま
だ
厳
し
い

景
気
状
況
に
あ
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
と

　地域の小規模事業者が地域資源を活用して新たな特産品開発や観光開発を行う取組に対し、総合

的に支援する標記事業（経済産業省中小企業庁の補助事業）について、山梨県からは下記の３件の

プロジェクトが採択された。

　本プロジェクトは、穂坂町を赤ワインの里としてブランド化していくため、

地域内に醸造所（ワイナリー）を中心とした複合的観光施設の設置について総

合的に調査研究するとともに、施設を拠点とした新たな観光ルートの構築や

新たな特産品開発を行う。

　本プロジェクトは、標高 1530 ｍに位置する日本一の高さにある柳平分校の

活用策を主軸に、マラソン等長距離の高地トレーニングや地元食材を活用し

たマラソン食のレシピ開発など、乙女湖周辺の自然を活用する体験型事業を

検討する。

　昨年度、イタヤカエデの樹液（シロップ）や日本ミツバチの養蜂により収

穫される蜂蜜等の活用調査を行った。

　今年度は、イタヤカエデをメインに、特産品や体験プログラムの開発等、

早川町の魅力を向上させるための取組を行う。

小規模事業者地域力活用新事業全国展開支援事業　採択プロジェクト決定！

思
い
ま
す
。
景
気
回
復
の
風
を
全
国
津
々

浦
々
の
中
小
規
模
企
業
の
皆
様
に
届
け
る

の
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
全

国
３
８
５
万
社
の
企
業
の
９
割
を
占
め
る

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
ら

な
い
限
り
、
日
本
の
再
生
は
な
い
と
、
こ

う
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
基
本
法
は
、

地
域
の
小
規
模
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作
り
出
す
た

め
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
商
工
会
を
始

め
、
関
係
中
小
企
業
団
体
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
小
規
模

事
業
者
支
援
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
に
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
の
中
で
述
べ
た
。

小
規
模
基
本
法
及
び
小
規
模
支
援
法
が
可
決
・
成
立

国
が
小
規
模
事
業
者
支
援
に
本
腰

穂坂のぶどう畑から富士山を望む

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
様
子

山梨「穂坂」赤ワインの丘プロジェクト（調査研究事業）

標高１５３０ｍの日本一高い柳平分校を活用する観光プロジェクト（本体事業１年目）

全国で一番人口の少ない町南アルプス邑早川、『イタヤカエデ観光プロジェクト』（本体事業１年目）

韮崎市商工会

山梨市商工会

早川町商工会
標高１５３０ｍの日本一高い柳平分校
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
前
島
郁

夫
会
長
）
は
、
七
月
十
一
日
に
昭
和
町

の
ア
ピ
オ
に
お
い
て
青
年
部
交
流
・
主

張
発
表
大
会
を
開
催
し
た
。
県
下
四
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大

会
で
は
、
甲
州
市
商
工
会
青
年
部
の
廣

瀬
秀
仁
さ
ん
が
見
事
最
優
秀
賞
（
山
梨

県
知
事
賞
）
に
、
南
部
町
商
工
会
青
年

部
の
望
月
譲
さ
ん
が
優
秀
賞
（
商
工
会

連
合
会
長
賞
）
に
輝
き
、
九
月
に
本
県

に
て
開
催
さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

へ
本
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。　
　

　

当
日
は
主
張
発
表
大
会
の
他
に
、

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
海
野
一
幸
会
長
に
よ
る
「
甲
府
方

式
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
大
会
終

了
後
に
は
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
代

表
２
名
へ
の
激
励
や
、
本
県
開
催
の
関

東
大
会
へ
向
け
た
執
行
部
や
前
役
員
等

か
ら
の
意
気

込
み
が
語
ら

れ
、
県
下
青

年
部
員
の
意

識
の
高
揚
と

部
員
間
の
交

流
・
親
睦
が

図
ら
れ
た
。

　

七
月
八
日
か
ら
九
日
、
群
馬
県
前
橋
市

｢

ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル｣

に
お
い
て
、

「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

各
都
県
女
性
連
代
表
十
一
名
に
よ
る
主

張
発
表
大
会
で
は
、
山
梨
県
代
表 

堀
内
洋

子
さ
ん（
南
都
留
中
部
商
工
会
）が
、
本
県

よ
り
参
加
し
た
百
四
名
の
女
性
部
員
よ
り

大
声
援
を
受
け
堂
々
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

第
二
部
の
情

報
交
換
会
で
は
、

他
都
県
女
性
部

と
の
交
流
や
親

睦
が
図
ら
れ
た
。

発
表
者
の
堀
内
洋
子
さ
ん

（
南
都
留
中
部
商
工
会
）

大
声
援
を
送
る

女
性
部
の
み
な
さ
ん

望
月
譲
さ
ん

海
野
一
幸
氏

最優秀賞の廣瀬秀仁さん

主張発表者４名

情
報
交
換
会
に
て
甲
州

よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
踊
り
を

披
露

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部

交
流
研
修
会（
群
馬
大
会
）開
催
さ
れ
る

青
年
部
主
張
発
表
大
会
　
山
梨
県
代
表
に

 
甲
州
市
商
工
会
の
廣
瀬
秀
仁
さ
ん
と

 
南
部
町
商
工
会
の
望
月
譲
さ
ん
の
２
名
が
決
定
！

『経営改善』に要する費用を補助します
○国では、金融支援を必要とする中小企業者が、認定支援機関の助けを得て経
営改善計画を策定する場合に、費用の3分の2を支援しています。

※認定支援機関：金融機関・公認会計士・税理士・中小企業診断士等の専門家
○当協会においても、事業者負担額の内、2分の1の費用補助を行います。

●補助限度額　　最大50万円    ●取扱機期間  ～平成27年3月31日まで。
●対象中小企業者
・利用申請時点で、当協会の信用保証利用がある方。
・認定支援機関による経営改善策定支援事業を利用し、自ら経営改善を図ろ
うとする方。

●取扱例：経営改善費用300万の場合
　　国：200万円　保証協会：50万円(限度額)　事業者負担額：50万円

※その他、詳細についてはお問い合わせください。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

無料金融・経営相談について
○当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーによる無料相
談窓口を実施しております。経営改善・設備投資計画・新規開
業などの経営に関するお悩みをお気軽にご相談ください。
※要予約(フリーダイヤル)

●相談日　原則として毎月第1・第3木曜日
●時　　間　16時～18時
●場　　所　本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階
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協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
日
頃
よ
り
加
入
者
様
・
事
業
主
様
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
「
申
請
書
及
び
届
出
書
」
を
平
成
26
年
７

月
か
ら
一
新
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
申
請
書
及
び
届
出
書
を
「
見

や
す
く
」、「
分
か
り
や
す
く
」、「
記
入
し
や
す
く
」
し
ま
し
た
。

　

旧
様
式
も
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ス
ム
ー
ズ
な
事
務
処
理
を
行
う
た
め
、
新
様
式
に
切
り
替
え
の
う

え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
「
申
請
書
及
び
届
出
書
」
は
、協
会
け
ん
ぽ
窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
最
寄
り
の
各
商
工
会
議
所
や
各
商
工
会
に
も
ご
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
有
料
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
の
ネ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
山
梨
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
電
話 

０
５
５
ー
２
２
０
ー
７
７
５
０
）

県内中小企業の皆さま！
こんな時に『山梨県工業技術センター』がお役に立ちます。

人材
　  育成

　  情報
提供

研究
　  開発

　  技術
支援

信頼される
工業技術センター

●最新の設備を使いたい
●技術的なアドバイスが欲しい
●製品の試験や分析がしたい
●試作をしたい
●異業種交流をしたい
●製品の放射線測定をしたい

●共同で研究開発をしたい
●課題解決のための研究を委託したい
●国や県の補助・助成を受けたい
●センターの特許を活用したい

●社員のスキルアップをしたい
●業界事情や技術動向についての
　セミナーを聞きたい

●センターの研究内容を知りたい
●最新のセミナー情報等を知りたい
●文献調査をしたい

企画情報部　総合相談・研究管理科
　〒400-0055　山梨県甲府市大津町2094
　TEL：055-243-6111　FAX：055-243-6110
　E-mail：kougyo-kikaku@pref.yamanashi.lg.jp
　URL：http://www.pref.yamanashi.jp/kougyo-gjt/

まずはお気軽にご連絡ください

お
問
い
合
わ
せ
先

「
申
請
様
式
」
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ
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「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.c

o
m

」へ
の
出
品
募
集

販
路
開
拓
を
目
指
す
商
工
会
員
に
オ
ス
ス
メ
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

人
の
う
ご
き

【
退
職
】　《
六
月
三
十
日
付
》

山
梨
県
商
工
会
連
合
会　

井
出　

功

　

本
年
２
月
に
全
国
商
工
会
連
合
会
が
各

地
の
地
域
産
品
等
の
普
及
・
販
売
を
行
う

た
め
に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ

ク
ト.co

m

」
を
開
設
し
、
随
時
、
掲
載

商
品
を
募
集
し
て
い
る
。

　

本
サ
イ
ト
は
、
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る

優
れ
た
商
品
を
紹
介
・
販
売
し
、
商
工
会

員
の
商
品
展
開
力
・
販
売
力
の
向
上
を
支

援
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

自
社
商
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売

す
る
た
め
に
は
、
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
や

個
店
で
の
集
客
、
商
品
撮
影
や
ペ
ー
ジ
作

成
、
受
注
・
顧
客
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
煩
雑
な
業
務
が

ネ
ッ
ト
販
売
の
壁
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
サ
イ
ト
で
は
、
そ
れ
ら
を
カ
バ
ー
す

る
「
機
能
」
と
「
売
り
場
」
を
提
供
。
出

品
者
は
商
品
を
出
す
だ
け
で
、
煩
わ
し

い
業
務
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.co

m

」

運
営
事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

①
出
店
料
・
出
品
料
が
無
料

　

出
店
・
出
品
に
係
る
申
込
費
用
は
か
か

ら
な
い
。（
但
し
、
商
品
サ
ン
プ
ル
は
無

償
提
供
を
求
め
ら
れ
る
。）

②
写
真
撮
影
な
ど
、
商
品
力
向
上
支
援

　

プ
ロ
に
よ
る
商
品
の
撮
影
と
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
制
作
を
用
意
。制
作
一
切
を「
ニ
ッ

ポ
ン
セ
レ
ク
ト.co

m

」
運
営
事
務
局
が

代
行
し
、
商
品
の
魅
力
を
消
費
者
に
伝
わ

る
よ
う
支
援
す
る
。（
要
望
が
あ
れ
ば
、

プ
ロ
が
作
成
し
た
写
真
を
出
品
者
に
無
償

提
供
。）

③ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
、
決
済
シ
ス
テ
ム
を

用
意

　

決
済
業
務
を
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク

ト.co
m

」
運
営
事
務
局
が
一
括
契
約
し
、

面
倒
な
決
済
手
続
き
を
代
行
す
る
。
多
様

な
決
済
方
法
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

④
物
流
作
業
を
代
行

　

注
文
が
入
っ
た
ら
、
物
流
業
者
が
注
文

者
の
住
所
等
が
記
入
さ
れ
た
配
送
伝
票
を

作
成
し
、出
品
者
に
届
け
る
。
出
品
者
は
、

商
品
を
梱
包
し
、そ
の
配
送
伝
票
を
貼
り
、

物
流
業
者
に
渡
し
て
、
商
品
が
配
送
さ
れ

る
仕
組
み
。（
配
送
料
は
消
費
者
負
担
。）

⑤
商
品
Ｐ
Ｒ

　

メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
広
告
宣
伝
を
幅
広

く
実
施
。

　

以
上
、
サ
イ
ト
ペ
ー
ジ
制
作
作
業
や
決

済
業
務
、
商
品
Ｐ
Ｒ
と
い
っ
た
支
援
が

「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.co

m

」
の
強
み
で

あ
る
。
加
え
て
、
顧
客
満
足
度
向
上
の
た

め
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
も
合
わ

せ
て
設
置
し
て
お
り
、
か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
手
の
届
く
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
あ
る
。「
ニ
ッ

ポ
ン
セ
レ
ク
ト.co

m

」
へ
の

商
品
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
近
く

の
商
工
会
に

ご
相
談
下
さ

い
。

「ニッポンセレクト．com」
URL:http://www.nipponselect.com/

５
つ
の
出
品
メ
リ
ッ
ト

「ニッポンセレクト .com」の流れ
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　平成元年４月１日に初めて導入された消費税は税率３％からスタートしました。その後、平成９

年に地方消費税が創設され消費税と合わせて税率が５％となりました。そして平成２６年４月１日

に１７年ぶりに消費税率が上がり、地方消費税と合わせて８％の税率となりました。今後は平成

２７年１０月１日に消費税率が地方消費税と合わせて１０％に上がる見込みです。

　つまり、平成２６年から平成２７年にかけては帳簿上、３種類の消費税率の取引が混在するとい

うことです。税率アップに伴う帳簿上の日々の取引の処理は納品日を基準に適正な税率を適用して

しっかりと行われることと思います。

　皆様にご注意いただきたいのは売掛金の管理です。売掛金がしっかりと回収できれば全く問題な

いのですが、売掛金が長期に滞留し、将来的に貸し倒れとなった時が問題となります。

　貸し倒れ処理をした場合の消費税の処理は、売掛金の当初の取引の時点における消費税率により

計算します。今後は取引先によっては売掛金に５％と８％と１０％の取引が混在する可能性があり

ます。

　それではどのように売掛金を管理しなければならないのか？

　取引先ごとに単に売掛金の残高だけではなく売掛金の発生時期と金額とを一覧にしておく必要が

あります。

　「貸借対照表上の売掛金のうち１００万円貸し倒れ」とは言っても、適正な消費税納税額を計算す

るためには、そのうち５％、８％、１０％の金額がいくらかをしっかりと把握しなければなりません。

　上記のことは値引きについても同様のことが言えます。取引先に対して値引き処理をした場合、

いつの取引について値引きをするかを明確にしなければなりません。単に「売掛金のうち１０万円

値引き」というわけにはいきません。

　最後に、売掛金の貸し倒れ・値引きは、経営上資金繰りを圧迫しますので、日頃の債権管理が重

要となります。消費税率の改正をきっかけに、もうワンランク上の債権管理をされてはいかがでしょ

うか？

第2回「消費税改正に伴う債権管理の重要性」
税理士　杉本　幹弘

消費税特集

H26.4.1 H27.10.1

税率（消費税及び地方消費税）の推移

5％ 8％ 10％



平成26年7月31日発行 第272 号 平成15年7月14日第三種郵便物認可

7

＊�障害者を５人以上雇用している事業所は、障

害者職業生活相談員の有資格者を選任し、所

轄の公共職業安定所に届け出ることが義務づ

けられています。山梨高齢・障害者雇用支援

センターでは本資格認定講習を下記のとおり

開催いたしますので、ご案内いたします。

　　　　　平成２６年１１月６日（木）〜７日（金）
　　　　　両日ともに９時３０分〜１７時まで（予定）

　　　　　山梨職業訓練支援センター

　　　　　平成２６年１０月１０日（金）

　　　　　�QR コードから受講案内申込書（PDF）
をダウンロードし、申込先に郵送もし
くは FAX にてお申込み下さい。

� 山梨高齢・障害者雇用支援センター
� 〒 400-0031　
� 甲府市丸の内 2-7-23 鈴与甲府ビル 1Ｆ
� TEL055-236-3163�FAX055-236-3161

＊�ネット接続が困難な場合は、
上記申込先にお電話下さい。

経営・資金繰り・消費税転嫁対策などでお困りの事は
ございませんか？

○法律、経営に関する相談� 【専門相談員】弁護士、中小企業診断士
○消費税、税務に関する相談�【専門相談員】税理士
○知的財産に関する相談� 【専門相談員】知的財産アドバイザー
○時　間� 午後１時３０分〜午後４時

今後の開催予定（お申し込みはお近くの商工会へ）

開　催　日 会　　　場

9 月 18 日（木） 南アルプス市商工会（本所）

10 月 15 日（水） 大月市商工会

「経営なんでも相談室」 開設の

お知らせ

「障害者職業生活相談員資格認定講習」
受講者募集のご案内

日　　時

会 場

申込期限

申込方法

申込先・お問い合わせ先

機関紙「商工会やまなし」に関する
アンケートにご協力下さい。

山梨県商工会連合会機関紙

検索キーワード

機関紙「商工会やまなし」について商工会会員の

皆様からご意見・ご感想をお待ちしております。

今後の参考とさせていただきます。

＊アンケート回答サイト

小規模企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-10.80.1 -18.9

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売業、サ
ービス業の４業種１６５社の小規模企業を対象に、売上額や資金繰
りなどの前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など小規模会員事業所の景気動向を把握するため、

四半期ごとに調査した結果である。

＝ 平成26年4月～6月期 ＝
　製造業の売上額ＤＩは、前期5.5から0.1に下降した。
　建設業の完成工事額ＤＩは、前期12.0から28.0に上昇し
た。

　小売業の売上額ＤＩは、前期同様マイナス32.0である。
　サービス業の売上額ＤＩは、前期マイナス73.6からマイ
ナス24.6に上昇した。

《主な経営上の問題点》
原材料価格の上昇（31.2%）、製品(加工)単価の低下・上昇難
（15.6％）、需要の停滞（15.6％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-22.0-32.0 -36.0
《主な経営上の問題点》
大型店・中型店の進出による競争の激化（18.7%）、購買力の
他地域への流出（18.7%）、需要の停滞（16.7％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

8.028.0 0.0
《主な経営上の問題点》
熟練技術者の確保難（16.7%）、民間需要の停滞（16.7%）、材
料価格の上昇（12.5%）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

-24.6 -39.7 -28.9
《主な経営上の問題点》
利用者ニーズの変化（23.4％）、需要の停滞（21.3％）、材料等
仕入単価の上昇（12.8%）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降 下 降

上 昇 上 昇 上 昇

上 昇 上 昇 上 昇

上 昇 上 昇横 ば い

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

人材の紹介、従業員の方々の
新しい職場を紹介・あっせんします

27年の実績と信頼

インターネットで最新の人材情報をどうぞ http://www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内2-14-13 ダイタビル2F

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様
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小菅村商工会

　小菅村商工会は、商工業者数７３名、会員数６４

名の小規模商工会であるが、組織率は約８７％であ

り、県内で一番高い組織率を誇っている。

　多摩川源流に位置する小菅村は大菩薩山塊から

流れ出す、清らかな水を有しており、その自然の恵

みを利用した特産品を紹介する。

「大菩薩山塊からの水の恵み」
〜小菅村の特産品紹介〜

水
の
恵
み
に
よ
り
生
ま
れ
た

数
々
の
特
産
品

源
流
域
に
伝
わ
る
逸
品

「
岩
魚
の
骨
酒
」

県
内
有
数
の
生
産
量
を
誇
る

ワ
サ
ビ

クチコミ情報

　北杜市大泉町にある「ひなたぼっこ」さんは、緑
に囲まれリラックスした雰囲気の中で目の前で調理
される鉄板料理を楽しめるお店です。
　昨年、商工会でおこなった地産地消をテーマにし
た新メニュー開発支援事業に取組んだことから、県
内産食材をより多く取り入れるようになり、忍野湧
水仕込みの豆腐を使った豆腐ステーキや富士桜ポー
クの焼きメンチカツ、甲州ワインビーフ１００％ハ
ンバーグ、富士桜ポーク１００％ハンバーグ、黒富
士農場の自然卵を使ったオムライスなど県内産食材
の美味しさを存分に味わえるメニューが数多くあり
ます。なかでも注文をうけてから捏ねて焼くハンバー
グが一番の人気だそうです。また、付け合わせの地
元野菜も「素材の味がひきたっていて美味しい」と
ファンが多いそうです。
　食後には娘さんが作る日替りの手作りケーキがお
すすめです。ワンちゃんの同伴が可能なひなたぼっ
こさんでは、ワン
ちゃん用のケーキも
おいてあります。愛
犬と、家族と、友達
と、一度足を運んで
みては。

（調査員ｅ）

すてーき＆おやつの店 ひなたぼっこ

住　　所：北杜市大泉町西井出 8240-5294
Ｔ　Ｅ　Ｌ：0551-38-1142
営業時間：昼 11：30 〜 14：30
　　　　　  夜 17：30 〜 21：00（L.O.22：00）
定  休  日：火曜日定休

しあわせ
調査員の

アクサ生命は、商工会のパートナーとして
会員事業所の皆様の福利厚生の充実を

お手伝いしています。

【勤 務 地】　韮崎市  笛吹市  大月市　　  【給 与】  15 万・18 万・２１万・２４万＋諸手当
【業務内容】　主に商工会共済・福祉制度を通じた保険加入等の営業推進業務を行っ

ていただきます。
【勤務時間】　育児短時間勤務ＡＭ９：１５～ＰＭ４：１５（中学校就学前の子を養育）
　　　　　　通常勤務ＡＭ９：１５～ＰＭ５：００（休憩６０分）

応募方法　会社説明を実施しますのでTEL（055-226-5075）にて予約願います。

私たちと一緒に仕事をしませんか？

保険を「再定義」する
アクサの医療保険シリーズ

甲府支社  〒400-0858 甲府市相生 2-2-17  TEL 055-226-5075
あしたも、そのさきの未来も、あなたに笑っていてほしいから。保険のご相談は、アクサ生命へ。

7474NoNo

お
店
の
様
子
を

動
画
に
し
ま
し
た


